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最優秀作品の決定方法
最優秀作品の決定は、市民投票で行います。最も投

票数の多かった作品を最優秀作品とし、安曇野市歌の
歌詞として採用します。

投票方法：①３作品の中から、１作品をご家族で選ん
でいただき、各世帯１票を投票してくだ
さい。

②本ページの投票用はがきに必要事項を記
入し、切り取って郵便ポストへ投函して
ください。（切手は不要です。）

投票期間：２月18日（水）から３月31日（火）まで

そ の 他：最優秀作品は、決
定後、作曲家や市
歌制定委員による
加筆・補正が行わ
れる場合がありま
すので、ご了承く
ださい。

切り取り線

市歌市民投票はがき
入選３作品の中から１作品を選んで、○を付けて投
票してください。

作品番号１ 作品番号２ 作品番号３

※複数の作品に○を付けた場合、無効となります。

お住まいの地区に○を付けてください。

豊科 穂高 三郷 堀金 明科

※広報誌からはがきを切り取って郵便ポストへ投函
してください。（切手は不要です。）

※
応
募
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
歌
制
定
委
員
会（
飯
沼
信
義
委
員
長
）

で
は
、
昨
年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
全
国
か

ら
募
集
し
た
「
市
歌
」
歌
詞
の
選
考
結
果
を
１
月

29
日
、堀
金
支
所
で
宮
澤
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

飯
沼
委
員
長
は
「
入
選
3
作
品
は
歌
詞
だ
け
で

な
く
、
歌
と
し
て
広
く
歌
い
継
が
れ
る
応
用
力
が

あ
る
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
10
代
か
ら

90
代
ま
で
幅
広
い
年
代
か
ら
応
募
が
あ
り
、
大
変

素
晴
ら
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
市
の
一
体
感
醸
成
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
完
成
し
た
市
歌
を
歌
う
機
会
も
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
作
品
は
次
の
3
作
品
で
す
。

宮澤市長へ報告書を手渡す飯沼委員長（中央）


